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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The present paper deals　with the serpentine vegetation　at 10ｗ altitudes in Kochi and
Tokushima prefectures, Shikoku. The vegetation is represented by the Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ
community contrasting floristicallyand physiognomically with other climax and secondary
communities. It is ａ general tendency that many （!eciduous shrubs, grasses, and sedges
occur in the open pine forest (Tables 2―9), though several diagnostic plants including
serpentinophytes and serpentinicolous relics are sociologically narrowly localized (Table l）.
On the basis of the data presented here. problems of the serpentine vegetation are briefly
discussed from the standpoint of conservation.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　高知市周辺の蛇紋岩地帯は，吉永(1914)によって，わか国で初めて植物と蛇紋岩との関係か注
目された歴史的な意味のある地域であり，また徳島県の蛇紋岩地帯の植物相も，第二次大戦後いち
早く阿部(1948)によってとりあげられている．したがって，日本の蛇紋岩地帯の植生または植物
相を論ずる場合には，高知および徳島県の低地の蛇紋岩地帯は，重要な意味をもっている．
　私は，蛇紋岩地帯の植生の研究を始めた頃に，これらの地域を調査して報告したが（山中1951,
1952) ,すでにそれから20年あまりを経過している．その間，当時の調査地の状況がいちじるしく
変わったり，また未調査のまま残しておいたものを，近年になって調査することかできたところも
ある．ここでは，そうした蛇紋岩地帯の植生の現状をまとめ，将来それがどのように変わっても，
資料の一つとして役立つことを念願とした．
　調査地は高知県の日高村，伊野町，鏡村，高知市および南国市と，徳島県の木沢村および神山町
で，おもに昭和46年秋から49年夏までにしらべたものであるが，なかにはすでにこの２～３年間に
姿を消したものもある．
　この研究の一部は, IBP-JCTの課題の一つとしておこない，方法もそれに準拠した．なお，組
成にもとずく群落の区分は，このあとあらためて，ほかの地域との比較検討をするまで保留した．
したがって，表では標微種や識別種を考えずに，出現した植物を常在度と優占度の順にならべるに
とどめた．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　生　と　現　状
　　１．日高村(第２表)
　　もとの日下村および能津村の海抜100～300mの丘陵地に，蛇紋岩がひろく露出していて，とくに
　著名なところとして錦山がある(５万分の１地形図　伊野)｀．調査した10地点は，いずれも前回
　(山中　1951)の調査の場所とは異なるが，植生の状況には大差がなく，現在もそのままの状態で
残っている．
　　この地域の植生は，一部で道路工事による荒廃があり，また東部ではゴルフ場建設にともなう破
壊もあるか，植生か最も代表的な錦山および槙山は;ほとんども゛とのままである．
　　全域を通じて生育のよくないアカマツの疎林(第丿図版　０で，ナガバノコウヤボウキ，コツ
　クバネウッギ，オオコマユミ，コバノミツバツツジ，ワタゲーケカマツカ，キハギ，ガンピ，　ヒロ
　ハドウダンツツジ，マルバアオダモ，コバノガマズ.ミ，サルトリメバラ，ヤマガシュウなどか多く
　一部にトサミズ牛が群生する．草本ではスス牛，トダシバ，コメガヤ，アオヒエスゲ，ミヤマカン
　スゲ，ケスゲなどのイネ科とスゲ属の植物か主となり，ところによりミヤコザサが多く，シンジュ
　ギクやヤナギノギクもまれでない．
　２．伊野町
　伊野町成山の海抜150～300mに見られる蛇紋岩の露出地(５万分の１地形図　伊野)は，面積も
狭く，もとの植生はよく残っていないか，アカマツ林のあることは日高村とおなじである．ここに
もヒロハドウダンツツジが生じ，海抜190 mの比較的安定した場所では，樹高10mをこすアカマツ
の疎林下にコシダやウラジロも生じ，次のような組成か見られる．
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　3.鏡村去坂・高知市上里（第３～４表）
　鏡川から西の鏡村去坂および葛山と高知市上里の一帯の海抜200～400 mの地域（５万分の１地形
図　伊野）では，蛇紋岩の露出地がかなり広い．やはりアカマツの疎林が多く，ナガバノコウヤボ
ウキ，コツクバネウツギ，オンツツジ，マルバアオダモ，コバノガマズミ，ワタゲーケカマツカ，
コゴメウツギ，ヤブイバラ，ガンピなどか，ひろく出現している．去坂から上里の東部にかけては
ヒロハドウダンツツジ（第１図版　２）が多いかトサミズキはなく，林床にはイネ科やスゲ属の植
物のほか，シンジュギクがめだつ（第３表）．上里の西部と葛山ではヒロハドウダンツツジも欠
き，また場所によって林床にコシダやウラジロか多いのが注目される（第１図）．人手の加わった
ところでは，ナガバノコウヤボウ牛がいちじるしく繁茂している．
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　4.鏡村大利（第５表）
　鏡村大利の海抜200～260 mあたりの蛇紋岩地帯（５万分の１地形図　伊野）の植生もアカマツの
疎林（第１図版３）が主で，以前（山中1959a)とほとんど変わっていない．コツクバネウッギ，
ナガバノコウヤボウ牛，マルバアオダモ，コゴメウツギ，ワタゲーケカマツカ，ガンピ，オンヅッ
ジ，ヤブイバラ，サルトリイバラなどか多く，林床のネザサ類は開花して枯死したあと回復しつつ
あるが，その間にスス牛が繁茂している．そのほかにコメガヤ，トダシハ，アオヒエスゲなどが生
じ，ワレモコウ，ミシマサイコ，マツムシソウり‥ツリガネニンジン（葉の細いナガバシャジン）お
よびヤナギノギクも少なくない．丘を境して南側の高知市円行寺，柴巻および蓮台に多いトサミズ
牛はなく，表に出七こないヒロハドウダンツツジはごくまれに見られる．
　5‥高知市円行寺（第61表）
　高の森北面から円行寺部落の周辺，さらに柴巻および蓮台にかけての，海抜50～300 mの範囲の
広い蛇紋岩の露出地（５万分の１地形図　伊野および高知）は，トサオトギリ，ヤナギノギク，ト
サトウヒレンなどの生ずるところとして知られている．植生はおもにアカマツの疎林（第１図版
４）で，コツクバネウッギ，マルバデオダモ，ワタゲーケカ･マツカ，ヰハギ，ナガバノコウヤボウ
牛，コバノガマズミ，ヤブイバラなどが多いのは，高知市周辺のほかの地域とおなじであるが，こ
こではとくにトサミズ牛が多い．草本ではコメガヤ，トダシバ，スス牛，アオヒエスゲおよびミヤ
マカンスゲが主となっていて，ところによりヒメイカリソウも少なくない．
　近年，この地域はいちじるしく状況が変わり，数か所で大規模な蛇紋岩の採堀（第２図版　５）
がおこなわれるなどの破壊がめだち，この範囲は今後さらにひろがろうとしている．現に調査地29
　（第６表）は，採石のためなくなっている．
　6.高知市一宮・南国市岡豊（第７表）’
　大坂峠と岡豊山の蛇紋岩地帯（５万分の１地形図　高知）がおもなところである．大坂峠の海抜
20～160 m には，ネザサ類の多い草地状の植生も見られるか，もともとはアカマツの疎らな林（第
２図版　６）である．ネザサの枯死したあとにはナガバノコウヤボウ牛が茂り，コツクバネウッ
ギ，ヤブイバラ（ヒメテリハノイバラまたはコバノテリハノイバラといわれる型を含む），ワタゲ
ーケカマツカ，ウメモドキ，ガンピなどかよく見られるほか，イブキシモツケ（変異は多いか種と
してはイブキシモツケとみなすのが適当であろう）が出現し;　トサミズ牛があり，タチシオデやタ
チドコロも少なくない．草本ではスス牛やトダシバのほか，乾いたところではカモノハシ，ホソバ
ヒカゲスゲ，ケタガネソウなどか多く／谷ぞいなどにはショウジョウスゲが見られる．トサオトギ
リ，ヤナギノギクおよびトサトウヒレンが生ずるほか，ホソバシュロソウと牛スゲの多いことも注
目され，ヒメイカリソウも少なくない．こうした植生と植物相の傾向は，岡豊山の蛇紋岩地帯（海
抜15～95m)でもおなじである．
　大坂峠は，日高村の錦山および高知市円行寺とともに，高知市および周辺の蛇紋岩地帯の植生の
特徴の最もよくあらわれているところであり，公園的な景観と相まっで親しまれてきたが，峠の東
側になる南国市むきの大半は採堀で破壊され（第２図版　７），調査地の33と34（第フ表）もすで
になくなっている．残っているところの一部もアーチェリ一場となり，また西側の高知市の林も，
昭和49年春の火災で広い範囲にわたってアカマツが焼失した．岡豊山でもレストランか建って一部
で林が伐られ，かつてのおもかげを失ないつつある．
７。木沢村（第８表）
徳島県那賀郡木沢村棚平の海抜600～700m前後の蛇紋岩地帯（５万分の１地形図　雲早山）は
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道路および砂防工事によ’る多少の被害のほかは，植生は以前とあまり変わっていない．前回（山中
1952)の調査地と近い場所の状況は，スギやヒノキをまじえたアカマツの疎林である（第２図版
８）．スギとヒノ牛の混生は失敗した造林の影響も考えられるか，はかにヒメコマツやコウヤマキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.I’l　;●●●　㎜
のような針葉樹が生じ，アスナロもまじえている．･海抜5虹ｍのアスナロの多いところでは，次の
ような組成か見られるか，とくに笹峠の海抜700～800 mTは，上層木としてもアスナロが優勢にな
っている.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥.，ダ
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　アカマツの多い疎林下にはヒロハドウダンツッジ,＼ダガバノ∧コウヤボウキ，コバノミッバッッ
ジ，コバノガマズミ，コックバネウッギ，マルバアオずぞなどか多く，またツクバネ，イワガサお
よびツゲ（ここに見られるのはチョウセンヒメッゲめ型である,）の生ずるのか目をひく．林床では
ミヤコザサが優占するほかスズタケをまじえ，スゲ類ごで琲ｙヨウジョウスゲが優勢でにトサトウヒ
レンとジンリョウユリがまれでない.　　　　　　　　　　　　　　･･
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●　
神山町（第９表）　　　　　　　　　　　　　①　，．　　　卜
　名西郡神山町大久保の海抜250～400mの蛇紋岩地帯（57万分の末地形図　霊早山）は，道路と砂
防工事および伐採で，かつての調査地の植生（山中’!952)はトそのままのすがたではほとんど残ヽ
つていない．ただ，まばらなアカマツの林に，トサノ･ﾐjツバツ，ツジやイワ’ガサ類＊が多く，ツゲが
生じ，イワックバネウッギがあり，ツクバネウッギ,／ネズミサシにノブルミなどが見られることか
ら，もとの植生のようすがうかがえる．草本ではやはりイネ｀科とス.ゲ属の植物が主となり，ジソリ
ョウユリが見られる．　　　　　　　　　　　　　．ヘ　　　ッ
考 察
　あらためて論ずるまでもなく，蛇紋岩地帯の植生には，土地の化学的および物理的な影響によっ
て，はっきりしたいくつかの傾向と特徴かおる.－i般池木の生育か悪くて疎らな林どなり，低地で
も常緑広葉樹か少なく，また小形の葉をもつ植物が多い･　ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●|　　　　　㎞　●　●高木は多くの場合マツ科，ヒノ牛科などの針葉樹を主本す右か，暖温帯ではおもにアカマツ林と
なることは，四国でもおなじである（山中･1959 a, b) .こ,うしたすカマツ林も，二次林としてほ
かでひろく見られるものと比較すると，相観からも/区別できるこ.とが多いと同時に，組成からみて
も一般にかなり異質である．　　　　　　　　　　　　　　・
　蛇紋岩地帯のアカマツ林は，見かけはたしかに二次林的でありにまた現に人手の加わっていると
ころも少なくないが，そのままにしても気候的極相への発達は，よほど土壌条件かかわらないかぎ
り困難である．二次林によく見られるシイ，カナメモヂレサカキレヒサカキ，クロバイ，クチナシ
などは，蛇紋岩地帯では見られないが，あっても少なくlわずか｀にヤマモモ，ネズミモチなど少数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄｉｌ　　●ｊ
･１．　１
のものか比較的しばしば出現するにすぎない／二次林の要素のなかで乱 コナラ，イヌザンショ
＊ここのイワガサ類は変異かはなはだしく，ウラジロイ,ツガサφ型が多いが，イワガサおよびイブキシモツケ
　の型もある．この詳細については別に報告する．　　　≒　｀　　ミ’･
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ウ，ヤマウルシ，リョウブ，オシッツジ，コバノ･ガマズミ，サルトリイバラなどは蛇紋岩地帯でも
よく生ずるが，クリ，ハゼj　ゴンズイ，アオハダ，ヤブムラサキ，コウヤボウキなどは，それほど
普通には見られない．二次林に多い下生でも，ネザサ類やスス牛は別にして，コシダやウラジロを
林床に多くもつ林は，蛇紋岩地帯ではほ.とんどの場合，表土の推積か多く，基岩の直接の影響が少
ないところである（第１，２図）j.そのかわり，蛇紋岩地帯では，高知市付近を例にとると，コゴ
メウッギ，ワタゲーケカマツカ，ガンピ，コクッバネウッギ（高知市周辺では，とくに葉の小さい
第１図．風化した土壌におおわれた蛇紋岩上に見ら
　れるウラジロを林床にもつアカマツ林（高知市上
　里）.
　　Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉａ ｊａｐｏｎｉｃａ in the Ｆｉｒｍｓ ｄｅｎｓt-
　ｆｌｏｒａcommunity on the weathered soil
　covering serpentine (J6ri, Kochi).
第２図．土壌の堆穣の少ない蛇紋岩上の低木の藪
　(高知市上里)
　　The scrub on serpentine covered with
　the shallow and infertile soil (J6ri,
　Kochi).
ホソバコツクバネウッギの型），ナガバノコウヤボウキ，ワレモコウ，ミシマサイコ，マツムシソ
ウ，コメガヤなどのほか，場所によりトサミズキ，ビロノヽドウダンツツジまたはシモツケ属の植物
で特徴づけられる（第１表）．　　　’．
　蛇紋岩地帯の植生は，むしろ瀋悪林ともいえる様相を呈しているか，植物相は決して貧弱ではな
い．高知市周辺でしらべたアカマツの二次林の場合（山中　1970) ,出現種数は100?で23～57，
平均34に対して，蛇紋岩地帯では29～59，平均39であることからも，その事実はたしかである．し
かも，そのなかには，蛇紋岩地帯での遺存種や変形による固有植物も多く，なおほかにも生態・地
理的に注意すべきものが少なくはなく，それらの植物も地域によって必らずしもおなじではない．
　次とえば，トサミズキやヒロハドウダンツツジは，高知市周辺でもどこの蛇紋岩地帯にも見られ
るものではないし，シ毛･ツケ属の植物も高知市一宮,.木沢村および神山町では，それぞれ異なって
い芯．高知市周辺で普通なヤナギノギクは，ほかの地方にはないが，トサトウヒレンは徳島県にも
生ずる．イカリソウ類にも地域によってちがいがある．アカマツ林に多いツツジ類も，二次林やほ
かの蛇紋岩地帯のオンツヅジに代って.日高村の蛇紋岩地帯ではコバノミッバツツジに･なり，木沢
村でもこれが多いが，神山町ではトサノミッバツツジになる．そのほか，神山町ではコツクバネウ
ッギよりもツクバネウッギが多乱おもに石灰岩地帯に見られるイワツクバネウッギが出現し，瀬
戸内側に普通なネズミサシやノグルミが混生する．こうしたちがいは，全体を通じての蛇紋岩地帯
の植生の一般的傾向とは別に，限られた地域での組成からみた特徴の一つとして，重視しなければ
ならない．
　蛇紋岩地帯は造林には不適で耕作にも不向のところか多く，植物を対象とした利用価値は少ない
地域である．それか，多少とも人為の影響があったとしても，今日,まで特徴のある植生が残されて
きた原因の一つである．しかし，現在では前にもふれたように，かなり急速に破壊かすすんでい
る．しばらくはこの傾向がつづくかもしれないか，どこかで止めねばならない．
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Table 1. Examples of plants sociologically localized
Locality*　　　　　　　　　　　　　　　'
Ｃｏｒｊｉｌｏｐｓｔｓ　ｓｐｉｃａtａ
Ｅｎｆｅｉａｎtfiｕｓｐｅｒｕlaはｓ ｖ. ｊａｐｏｎｉｃｕ,５
Ｓ夕fΓαどa nerなりjどz
ＳｐｉΓａｅａ　biｕｉｎｅｉ
ｓpiｒａｅａ　haｙａtａｅ
Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ ｔむｅｙｒｉｃｈｉｉ
Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ ｒｅticｕlatｕｍ
Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ ｄｅｃａれｄｒtｎｎ
Ａｂｅtｔａ ｓ如法?ａね
Ｈｅtｅｒｏ夕卯1・ＭＳ　kiｓｐｉｄｕｓ ｓｓｐ. 1砂£ｏｃｌａｄｕｓ
Ｓａｕｓｓｕｒｃａ　ｎｉｐｐｏｎｉｃａ ｓｓｐ. ｙｏｓｈｉｎａｇａｅ
ｈｉｌｉｕｍμゆｏｎｉｃｕｍ ｖ. 　ａｂｅａｎｕｔｎ
１
??
Ｖ
Ｉ
２
Ｖ
３ ４
(十)
Ⅳ　　V　　Ｖ
???
???
n　　IV　　ｎ
●　　　●　　n
* Cf. Tables 2-9.　1，Hidaka; 2，Sarusaka･J6ri;　3 ，Jori, Kochi: 4 ，Ori
　5 ，Engy6ji, 6，Ikku･Ok6;　7 ，Kizawa;, 8，Kamiyama.
６
Ｉ
Ｖ
７
?????
Ⅲ（十）
●　　Ｖ
８
??
n　　　●　　　●
Ｈ　　?　　●
●　　Ｖ　　Ｉ
３ Kagami;
　蛇紋岩地帯の植生は，ほぽ一様の傾向をもっていて，見かけぬ上では非常に悪いことが多い．し
かし，それか全域を通じて他の植生に見られない特徴の一つであり，そうしたなかで，さらに地域
によるちがいや傾向も少なくない．したがって，植生と植物相の保護については，どことも考慮を
必要とする条件をそなえているとみなしてもよい．この問題を検討するに際しては，まず現状の正
しい認識かきわめて大切である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と-　Ｉめ
　四国の低地に見られる蛇紋岩地帯の植生，とくに高知県と徳島県のアカマツ林について，現状を
調査し報告した．今のところは，もとのすかたをかなりよくとどめているか，一部の地域では植生
の破壊もめだっている．
　全域を通じて，アカマツの疎林下にナガバノコウヤボウキ，コツクバネウヅギ，コバノガマズミ，
マルバアオダモ，ガンピ，ワタゲーケカマツカ，ヤブイバラ，ツツジ類などを主とした低木層が発
達し，草本ではイネ科とスゲ属の植物が多いという傾向か認められる．しかし，地域によっては，
トサミズキ，ヒロハドウダンツツジ，シモツケ類などの植物によって特徴づけられている．
　こうした傾向と特徴を考慮にいれて，蛇紋岩地帯の植生と植物相の今後の保護を期待し注目して
ゆきたい．
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Quadrat number
Altitude (n)
Exposure
Slope (dtK.)
Area (m)
Ilei6ht(in)/cover(≪)
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Table 2.Ｐｉｎｔtｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ､community in Hidaka
　　1　　2　　3
　260　270　2り
S201;　Ｎ６０ビN-NBOK
????
　Number of species
Plnus densi flora
Fraxinus sieboldlana
Enkianthus perulatus ｖ･ japonicuB
Quercus serrata
Cryptoraeria JBponica
Lyonia ovalifolia Ｖ．･lliptica
P≪rtya glabreacens
Abalia serrata
Euonymus alatus V. rotundatus
Rhododenclron reticulatutn
T.'^SII
　T3H
　TSH
Pourthiaea ≪illosa (cun ｖ．zollingeri
Lespedesa buergeri、
Wikatroamia sikokiana
Rosa onoei
SrilXax china　　　゛
Soilax slebcldii
Viburnunierosum
Fagara mantchurica
Berberis thunbergii
Dioscorea gracillima
Cleyera iaponica
Paederia scandens ｖ．mairel
Lindera serlcaa　　　　　　　・
Ilex serrata
Bhus trichocarpa
Daphnlphyllum teiJsmannll
Corylopsis splcata
Ternstroemia gymnanthera
Callicarpa mollis
Ligustruo loponlcu・
Deutzia scabra
Neolitsea oericeaヽ，
Bsrchanua ｒａｃｅｍｏｓａ
Eurya japonica
Ilex crenata
Il≪x pedunculosa
Euscaphis laponica
Hiscantbus alnsnsis
Arundlnella hirta
Helica nutans
Carex subdits
Viola ovatooblonga
Cynbopogon goeringii
Carex multifolia
Viola Tiolacea
Polygala Japonlca
Brachyelitrum japonicum
Carox duvaliana
Gyranoster savatierl ｖ．pygmaeus
Swortia japonica・
Salvia laponica
Galiun pogonanthuo)
??????＝???????????????＝?????????????????????????????????????????????????????????????
Oplisnenus undulatifolius ｖ・'japonicus
Patrinla scab!osaefolia
Solidago virgourea ｓｓｐ・aslatica ‘
Peuccdanum terebinthaceum　　　ヽ
Scabiosa japonica･．　　．　　．
Bupleurum falcatuD
Sasa nipponica　　　　・
Epimediun grandlflorumEulolia quadrinervis
Pteridlum aauilinum v. latlusculu・
Liriope minor
Astsr ageratoidee asp. amplexifolluB
Liliun japonicuD
Alblzia julibriosin
Osmunda japonica
Clnnatnomum JaponlcuoiZanthoxylum piperitun
Lophatherun gracile
Mo.
No.
Ko.
N0.
?????????
??
???
??
??
??????
??
??
???
?????????
???????????
?? ??????????? ? ??――?? ???????? ????
?〜???????〜????〜???〜
＋．２
?????????????????????????
???????
?
???????????????????????????
?
?
?
??
?
?????????
??
??
??
????
??
??
????
??
?????????????
?
―????
????
?
???
?
?
?
??
??????????
???????
?? ????? 〜????????
5.4
3･j
1.2
??????????????? 〜 ??
?? ? ? ??
今．２
１．２
キ．２
???????
１．２　　今．２
　．　２．2
1.2　　キ
???〜?
・φ．２
　＋．２
?????〜? ｛ 〜?????
Ｉ　Ardisla Japonica Ｈ 1.2, Lyoimachia clethroides Ｍ
　　Platanthera minor Ｈ 。, Cymbidlum goeringli Ｈ 。
２　Youncla dentlculata II +,. Vaccinium brae teatun Ｈ
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MiOW
　JO
５×10
????
??????
??
?????????????????
??
?
?
????
??????
??
??????
?????????
??
???
?
???
??????????
???????｛?????
? ???
?
??
???
? ????????〜???〜〜〜?????????? ??
?
??
???
?
??
　　5
　2C0
S'tOK
　15
　5×5
?????
????
? ????
???????
????
??
??
?
??
?
?????????
??????????????
? ??????????????????
２．２
３．３
２．2
1.2
　今
季．２
２．2
1.2
１．２
　　　６
　１７０
　365E
　　２０
１０×１０
??????
???????????
????
??????
?????????????????????
?? ??
?
?? ??????
?
????
????????????????????〜〜??????????????
＋．2
1.2
＋．２
?????
　１７０
　N65W
　　２０
10x10
??????????? ?
??????
―? ????
?
??????
??
??????????????????????????
?? ??〜?｝?????????〜〜???????〜???????? ??????????
??
?
２．２
４．４
２．２
　　8
　110
S15W
　30
5×1０
7/'iO
V9O
5/90
　43
２．２
２．２
１．2
2.2
３．３
２．２
２･う
●．２
１．２
１．2
2.2
イ.2
φ．2
2.2
キ.2
ｷ．2
1.2
　φ
ｆ．２
＋．２
?‐?????????????〜??????????????
??????
?
f.ど
３．３
ｆ．２
　φ
２．２
２．２
１．2
1.2
１．２
　　9
　120
S15W
　30
　5×5
7/30
V8o
5/80
　　35
　3.3
　2.2
２．２
２。
????
?
????
１．２
●．２
●．２
??
?????????????????????
? ??．?????????〜??????????? ???
??
??
??
　10
　120
N&OW
　　30
　5×5
ﾌ/30
3/90
5/80
　　41
２．2
1.2
?????????
２．２
２．２
２．2
1.2
????????????
??
?
?
２．２
秦.2
●.2
Hcteropappus hispidus o≫p. leptocladus H ●，
３　Thelypteria glandullgera II 。･,Acter Ecnber Ｈ 。, Alliua thuobergii Ｈ
４　Chionographis Japonica Ｈ ●
Chaoiaecyparis obtusa ？Ｈ
Rhamnus crenata Ｈ・
Calanthe discolor Ｈ イ
27
28 高知大学学術研究報告　　第23巻　｀自然科学　　第５号
Tａｂ＼e3， Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓiβｏｒａcommunity in SarusakりKagarりi (11-14) and J6ri, Kochi
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg.)
Area (a)
Holght(・)/covei-(≪)
?????
　　Numberof species
Pinus densiflora
EnkianthuQ perulatus ｖ．japonicus
????
??
??
?????
?
?????
? ??―??? 『 ???????
????????
? ?? ?
??????
? ???? ?
T,T, Ｈ
　TSH
Pourthiaea villosa (cum ｖ．zolllngorDTSH
Sciilax china
LigustruD laponicum
Fraxinus oieboldiana
Clethra borbinervia
Rhododendron weyrichii
Quercus serrata
Rhus trichocarpa
Quercus glauca
Cleyera Japonica
Clnnamomum japonicum
Ilex cronata
Cryptomeria laponica
Euscaphia japonica
Milletia japonica
Pertya glabrescena
Viburnum erosum
Stophanandra incisa
Rosa onoei
tfikstroemia sikokiana
Dioscorea tenuipes
Abelia oerrata
Leepedeza buergeri
Neolitsea soricea
Paederla scandens ｖ．mairai
Ｓ・ilax sieboldii
Pieris jQponica
BerberiB thunbergli
Rhododendron kaempferi
Akebla trifoliata
Zanthoxylum piperltu・
Holwingia･ iaponica ｖ・parvifolia
Deutzia scabra
Gymnaater savatieri ｖ．pygmaeus
Hiscanthus sinensis
Carex subdita
Opllsmonus undulati folius ｖ．Japonicus
viola violacea
Ardioia japonica
Viola ovatooblonga
Cymbidium goeringii
Qalium pogonanthum
Sal≫ia Japonica
Osmunda Japonica
Solidago virgauroa oop. asiatica
Carex multlfolia
Thelyptoris glanduligera
Asarum eakawanum
Pteridium aquilinum V, .latiusculum
Lophatherum gracile
Ardlsia crenata
TSH
TSH
？ＳＨ
TSH
TSH
？SH
？ＳＨ
TSll
Tsn
TS
??
???????????????????
????《?????＝?????????????????
? ????????????????????? ???? ??
j.3
4.4
1.2
1.2
???? ???
?????????????
????
?
???????????
｛???????????????????????｝?????????????
??
??
?
?
?
?????????????
??
?
??
?
２．２
２．２
１．2
1.2
＋．２
　＋
１．2
1.2
???????????
??
?????〜?〜???????〜???? ????
１。２
　今
??????????? ―
･１．２
十.2
.2
÷.2.
　十
●．２
????? 〜???
??
??
????????????????
? ??????? ??
???
２．2
3.3
＋．2
1.2
　十
２．2
1.2
　＋
　･φ
?????????????
?????????????? 〜 〜 ???
???????―??――
２．2
1.2
●．２
??????????
今
?
? ?
?
　１４　　１う
23０　　24０
???
?
?
???
? ????
?
???
???? ??????????
??
?????
??
??????
??
??????
??
２．２
３．３
１．2
1.2
　●
　●
　十
　今
３．３
＋．２
　今
　●
　●
　＋
３．｝
　季
　奉
　今
　４
　奉
　●１．２
　十
　＋
1.2
　●１．２
　●
　●
　＋
２．２
２．２
１．2
2.2
　＋
　+
1.2
　十
　十
１．２
２．2
2.２
●．２
＋．２
????〜 ????
１．2
1.2
?
??
???????
???
?
?
?
?
?? ?
???
??
『
?
??
十．２
　φ
１．２
キ．２
　十
No. 11　Cocculus trilobus TSH +, Arundinaria pygnaea ｖ・glabra SH 2.2,
　　　　　　EuryaJaponica SH 1.2, Leepedeza cyrtob･otrya SH +, Callicarpa
　　　　　　mollisSH +, Ficus erecta Ｓ +≫ Prunue jamaeakura Ｓ -f, PicrasQB
　　　　　　QuassioidesＳ +, Clematis terniflora Ｓ４，Carex lcnta Ｈ .2,
　　　　　　Lepisorusthunbergianua Ｈ -f,Rubuo buergeri Ｈ +, Aster ageratoides
　　　　　　sop.leiophyllus Ｈ +, Aster scaber Ｈ *, Eccollopiis cotulifer Ｈ ÷，
　　　　　　Liliumleichtlinii ｖ．tigrinum Ｈ キ, Goodyera achlechtendoliano
No. 12
No. １３
No. lit
No. １５
H ≫, Rhus ouccedanoQ Ｈ・, Euonyous alatus ｖ． rotundatus Ｂ ●，
Elaeagnus pungens Ｈ +f Aucuba Japonica Ｈ･4-, StauDtonia hexaphylla
H +, Ampelopsis brevipedunculato Ｈ ＋
Camellia Japonica Ｓ *, Sklmmla Japonica ｖ．１ｎや･rmedia ｆ･ repena
Ｈ +.2, Calamagrostis arundinacea Ｈ ●
Hachilus thunbergii S +, Tylophora arlstolQchloides Ｓ ４，Polygalo
laponica Ｈ ･2, Arundlnella hirta Ｈ ＋．２
Rhus aylvootris Ｓ +, Berche皿ia ｒａｃｅｍｏｓａＳ ＋｡Pterls dispar Ｈ キ，
Dryopteris fuscipes Ｈ キ　　　　　　　　，
Actinodaphno lancifolia Ｓ ., Ilex serrata Ｓ *, Dlcranopteris
linearis Ｈ +.2, Liriope minor Ｈ ･ .a. Albizia lulibrioain Ｈ ●
　　蛇紋岩地帯の植物群落学的研究　XVII　　　　（山中）
Table ４、 Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ　ｔommunityin J6ri、 Kochi
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg.)
Area・（ｍ）
Height(m)/cover(*)
?????
　　Numberof species
Pinus densiflora　　　　　　　　　　　　T,TSH
Fraxinus sieboldiana　　　　　　　　　　TSH
Pourthiaea villosa (cum ｖ．zollingeri)TSH
Cryptomeria japonica
Pertya glabrescens
Abelia serrata
Stephanandra incisa
Smilax china
Viburnum erosum
Rhododendron weyrichii
Wikstroemla sikokiana
Rosa OQOei　　　　　　　　　　　　　　　　，
Smilax sleboldil
Rhus trichocarpa
Fagara mantchurica
Dloscorea tenuipes
Paedoria scandens ｖ．mairei
Quercus serrata
Lespedeza cyrtobotrya
Milletia japonica
Actinodaphne lancifolia
Ligustrum］aponicum
Euonymus alatus ｖ．rotundatu8
Vaccinium smallii ｖ．glabrum
Clethra barbinervis
Lepisorus thunbergianus
Miscanthus sinensis
Arundinella hirta
Bupleurum falcatun
Scabiosa japonica　　　　　　　　　’
Viola ovatooblonga
PeucedanuiD terebinthaceum
Sanguisorba officinalis
Swertia pseudochinensis
Liriope minor
Salvia japonica
Zoisia iaponica
Polygala japonica
Carex subdita
Carex multifolia
Osmunda japonica
Pteridium aquilinum ｖ．latlusculum
Albizia julibrissin
Elaeagnus pungens　　　　　・
Oplismeaus undulatifolius ｖ．japonicus
Cymbopogon goeringii
Liliuro leichtlinii ｖ．tigrinum
Cymbidium goeringii
Heteropappus hispidns ssp.'Xeptocladus
??????????????????????????????????????
??
???
Ｈ
????
????????????????????????
.5/90
　59
???????????
２．２
２．２
２．２
２．２
１．2
1.2
　＋
　＋
＋．２
÷．２
＋．２
　＋
・．２
　φ
　＋
　十
　＋
　＋
３，3
1.2
　÷
　＋
　＋
＋．２
　＋
　十
　十
　＋
＋．2
5.4
十．２
???
＋．２
????
　　　17　　　18　　　19　　　20
　　325　　　335　　340　　350
　　　S　　　　S　　S55E　　　　S
　　　20　　　15　　　20　　5-10
10×10　10×10　10×10　　7×7
　　　　.　　　.　　　.　10/50
　　　　.　Vjo　　6/20　　V'to
Vioo 1.5/100 1.5/100 1.5/100
.5/50　.5/70
　　4０　　　3０
??
??
??
??
??
??
????????????????
２．２
＋．２
１．２
１．２
１．2
1.2
????
１．２
や．２
２
２。
??
÷.2･
??????????? ―
十．２
　＋
＋．２
??
??
?―
１．２
＋．２
???????
２．２
２．3
2.2
１．１
４．４
２･３
３．3
2.2
j．３
２
２
２
２
２．２
１．2
1.2
??
??
??
???? ?
＋.2
　＋．２
　　＋
‘＋．２
＋．２
???????????
.5/50
　　３０
　２．２
　２．２
　２．２
５．４
２．２
２．２
２．２
１．２
１．２
２．2
1.2
????????????????????????????????????????〜?
?
??????????
．２
5/'to
　36
????????
５．４
２．２
１．２
２．２
２．2
2.2
　＋
１．２
１．2
1.2
＋･．２
???
＋．２
?????????????????????????
１
?? ??
＋
●
●
十
２
No. 16　Ilex serrata SH *,2, Hhus succedanea SH ●，Ilex crenata SH ・, Castanea
　　　　　　　crenataＳ +, Lindera erythrocarpa Ｓ +, Eurya japonica Ｓ +, Dendropanax
　　　　　　　trifidusＳ t, Rhododendron kaempferi Ｈ +.2, Potentilla fragarioides
　　　　　　　ｖ･major Ｈ 十, Viola violacea Ｈ +, Tripterospermum japonicum Ｈ ＋，　　’
　　　　　　　Galiumpogonanthum Ｈ +, Chionographis Japonica Ｈ ･f, Castanopsls
　　　　　　　cuspidataｖ．H +, Neolitsea sericea Ｈ +, Ardisia crenata Ｈ ４，Pi eris
　　　　　　　japonicaＨ <-, Akebia trifoliata Ｈ ＋
No. １７　Berchemia racemosa Ｓ +, Dicranopteris linearis Ｈ 1.3, Lysiraachia
　　　　　　　clethroides Ｈ ●，Cynanchum paniculatum Ｈ +, Imperata oylindrico Ｈ ÷
Ｎ０．１９　Helica nutans Ｈ１．２
Ｎ０.２０　Zanthoxylum piperiturn Ｓ +, Ardisia japonica Ｈ ●．２
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Table 5. Pt･ｎｕｓｄむｉｓｉｆｌｏｒａＣＯmmunity in Ori, Kagami
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(m)/cover(%)
????
　　Number of species ´
Pinus densi flora
Fraxinus si eboldiana
Clethra barbinervis
Cryptomeria japonica
Nyrica rubra
Abelia serrata
Pertya glabrescens
Stephanandra incisa
Fourthiaea villosa (cum ｖ．zollingeri)
Smilax china
Arundinaria pygmaea
Wiks troemia sikoklana
Rhododendron weyrichii
Rosa onoei
Ligustrum japonicum
Rhus trichocarpa
工lex serrata
Paederia scandens ｖ．mairei
Dioscorea tenuipes
Viburnum erosum
Berchemia racemosa
Quercus.serrata
Rhus succedanea
工lex crenata
Prunus jamasakura
Actinodaphne lancifolia
Fagara mantchurica
Pieris japonica
Berberis thunbergii
Miscanthus sinensis
Melica nutans
Carex subdi ta
Arundinella hirt･ａ
Viola ovatooblonga
Sanguisorba officinalis
Galium pogonanthura
Osmunda japonica
Adenophora triphylla ｖ・iaponica
Heteropappus hispidus ssp. leptocladus
Scabiosa japonica
Bupleurum falcatum
Pteridium aquilinum ｖ．latiusculum
Swertia pseudochinensis
Liriope minor
Viola violacea
Lilium leichtlinii ｖ．　tigrinura
Fimbristylis autumnalis
Salvia naponica
Lyonia ovalifolia ｖ．elliptica
Potentilla fragarioides ｖ･ major
Cymbopogon goeringii
????????????＝??????????????????????????????????????????????? ??
????
　　　２１
　　３４５
　n8os
　　　　５
１０×１０
　6/60
２／１００
.5/90
　　　外
　　４．４
　　２．２
　　＋．２
　　　●＋
　　＋．２
　　３．３
　　１．２
　　２．２
　　２．３
　　２．２
　　２．２
　　､１．２
　　２．２
　　１．２
　　ｆ．２
　　＋．２
　　1.2'
　　＋４２一一
　　　十
　　　＋'
　　　＋
　　　十
　　　十
　　ｉ．２
　　＋
　　十
　　＋
　　＋．2
　　't:4
　　2．２
　　２．２
　　＋．２
　　＋
　　．十
　１．２
　　十
　　ｙ
　　＋
　　＋
　　＋
　　．･＋
　　＋
　　φ
　＋．２
　＋．２
　(・)
22　　　23　　　24
45　　345　　35０　345　　345
S70E　S65E
　　　5　　　2０
　7ｘ?　　7×7
　　　，　　5/30
　3/50　2/１００
.5/90　.5/80
　　37　　　33
　2.2　　2.2
　3.3　　2.j
　2.2　（・.2）
?
???????
??
????
?? ??????????? ｛
???
?
?????
????????????????
? ???????????????????????????????? 』 ‐
??????
??
?
??
???
??
?? ??? ???
１．２
１．2
1.2
????
????????????? ????????????
Ｇ）
十.2
・.2
???????
??
1０×10
　8/60
3/１００
.5/50
　　39
　　3.3
　　3.3
　　1.2
　　2.2
　　1.2
　　3.3
　　2.3
　　2.2
　　1.2
　　2.2
　　2.3
　　2.2
　　2.2
　　2.2
　　＋.2
１。２
　十
??
??????????????????ー
１．２
十．２
??????????? ―
（．）
＋．２
??????????????????? ―
　　　25
　　355
　N20E
　　　10
10×10
　6/50
2/１００
.5/'tO
　　　4０
３・３
１．2
1.2
??
????????????????????
?????｝?????????????? ??????????
??
＋．２
???????
＋．２
３・3
1.2
＋．2
1.2
??
??〜??
???????
No. 21　Lespedeza buergeri SH ・.2, Eurya Japonica SH +, Euonymus alatus ｖ．
　　　　　　　rotundatus Ｓ ■f,Careχ multifolia Ｈ 1.'2, Rhododendrヽon kaempferi Ｈ
　　　　　　　+.2,Ardisia japonica Ｈ +.2, Oplismenus undulatifolius ｖ･ japonicus
　　　　　　　Ｈ十.2,Gentiana scabra ｖ． buergeri Ｈ +, Solidago virgaurea ｓｓｐ・
　　　　　　　asiatlcaＨ 十　　　　　　　　　　　　　　　，
No. 22　Hydrangea maorophylla ｖ． acuminata SH 1.･2, Peucedanum terebin-
No
No
24
25
thaceum H ゛．Ｃｈｉ°ｎ°ｇ「aphis」apor!ica Ｈ
゛
Stauntonia hexaphylla Ｓ ＋
Chamaecyparis obtusa Ｓ キ( Cinnamomum japonlcum Ｓ
蛇紋岩地帯の植物群落学的研究　XVII　　　　　ぐ山中）
Table ６. Ｐｉｎｕ％ｄｅｎｓｉｆｌｏｒａcommunity in Engy6ji, Kochi
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure 、
Slope (deg.)
Area (m)
　　26
　　60
S70E
　　20
10×5
　Height(m)/cover(%) T,　　　　　　　　　　・．
　　　　　　　　　　　　　　　Ｔﾕ　　　　　　　　　7/'tO
　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ　　　　　　　　　3/100
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　　　　　　.5/90
　Number of species　　　　　　　　　　４８
Pinus densi flora　　　　　　　　　　ｌ;｢5SH　３．３
Cryptomeria japonica　　　　　　　　　TSH　１．２
Corylopsis spicata　　　　　　　　　　　SH　３．４
Abelia serrata　　　　　　　　　　　　　SH　２．２
Fraxinus sieboldiana　　　　　　　　　　SH　３・３
Pourthiaea villosa (cum ｖ． zollingerDSH ２．２
Lespedeza buergeri
Pertya glabrescens
Viburnum erosum
Rosa onoei
Smilax sieboldii
Wikstroemia sikoklana
Srailax china
Neolitsea sericea
Rhus succedanea
ｌ?aederia scandens ｖ． mairei
Ligustruni japonicum
Dioscorea gracillima
Fagara mantchurica
Dioscorea tenuipea
Stephanandra incisa
Berchemia racemosa
Berberis thunbergii
Melica nutans
Arundinella hirta
Miscanthus sinensis
Carex subdita
Bupleurum falcatum
Carex multi folia
Allium thunbergii
･Adenophora triphylla ｖ・japonica
Cymbopogon goeringll　｀
Viola ovatooblonga
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
１．２
＋．２
　　　　　　　　　　‘Ｈ　＋．２
Arundinaria pygroaea (cum ｖ．glabra)　Ｈ　　．
Oplismenus undulati folius りiaponi cus Ｈ１．２
Salvia japonica　　　　　　　　　　　　　Ｈ　＋．２
Galium pogonanthum　　　　　　　　　　　Ｈ　＋
Peucedanum terebinthaceura　　　　　　　Ｈ　キ．２
Polygala japonica　　　　　　　　　　　　Ｈ　・
Lophatherum gracile　　　　　　　　　　　Ｈ　１．２
Heteropappus hispidus ssp. leptocladus Ｈ　．
Scabiosa japonica
Saussurea nipponica ｓｓｐ･yoshinagae
Liriope minor
･Ｈ
Ｈ
Ｈ
＋．２
＋．２
27　　　28
6０　　　7０
????????????、?????????
???????????????????????
? ―????????、??―????????????? ?
１．２
??????????????????
?
?????
???????????? ?
　SlOE
　　　10
10×10
　9/60
　5/90
.5/90
　　　43
　　4.3
　　　＋
　　3･3
　　2.2
　　3.3
　　j･5
　　2.2
　　2.2
　　キ．２
　　１．２
　　２．２
　　十.2
　　φ.2
　　＋.2
　　　＋｀
　　　十
　　十．２
　　１．２
　　　＋
　　＋．２
　　キ．２
　　＋．２
　　１．２
　　４．４
　　２．２
　　２．２
　　　＋
　　　十
　　３．３
　　１．２
　　　＋
　　　＋
　　１．２
　　÷．２
　　や．２
＋．２
??????????????、????????????????????????
?
???????
．?????????????｝???????
? ?
??
?
???????
?
?
?
????
??
??
?
?????????????????．
１．2
1.2
＋．２
　3０
14０
S65E
　　３０
１０×５
5/15
2/80
5/90
　　３３
　３，３
　２．２
　３．３
　３･３
　２．２
　１．２
　１．２
　１．２
　２．２
　１．２
　２．２
　+ .2
　　十
　　十
　＋．２
　十．２
　１．２
　１．２
　＋．２
　＋．２
４
?????
４
???
十．２・
十．２
????
１．２
＋．２
Ｎ０．２６　Lygodium japonicum Ｓ ・Ｉ Careχ sachalinensis ｖ． aureobrunnep　Ｈ 2.3 ，
　　　　　　　Epimediuratrifoliolatobinatum Ｈ 2,2, Sanguisorba･ officinalis Ｈ
　　　　　　　1.2,Osmunda japonica Ｈ +.2, Pteridium aquilinum ｖ．latiusculura
　　　　　　　H+, Aster scaber Ｈ +, Serratula coronata ｖ．insularis Ｈ ＋，
　　　　　　　Chionographis japonica H +, Ilex crenata Ｈ ＋
No. 27　Rhododendron weyrichii SH ・.2, Carex ciliatomarginata Ｈ 2.2,
　　　　　　　Potentilla fragarioidee ｖ．’major Ｈ 十.2, Solida‘go virgaurea ｓｓｐ・
　　　　　　　asiatica Ｈ +, Cinnamomum camphors Ｈ ＋
Ｎ０．２８　Zanthoxylum piperiturn SH +.2, Cinnamomum japonicum SH +, Callicarpa
　　　　　　　mollisＳ -t-fCalamagrostis arundinacea Ｈ +.2, Akebia trifol･la ta
　　　　　　　Ｈ＋
No. ２９　Clethra barbinervis Ｓ ・.2, Rapanaea neriifolia Ｓ +, Carex
　　　　　　　duvaliana Ｈ 2.2, Swertia pseudochinensis Ｈ ＋．２
Ｎｏ．うＯ　Quercus glauca Ｓ +.2, Thalictrum minus ｖ． hypoleucum Ｈ *, Viola
　　　　　　　violacea Ｈ ＋
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Table 7.　Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓりloｒａcommunity in Ikku,･j kpchi (31-37) and Ok6, Nankoku
Quadrat nuober
Altituda (・）
Ｅχpoaure
Slope (des<)
Ar≪a(m)
H≪ight(m)/coTar(≪)
??????
?????????
?
???????
????
　　Number of spooios
Pinuo densi flora　　　　　　　　　　叩;ぷ１１
Siailox china　　　　　　　　　　　　　T3li
Ｐｏｕｒｔｈｉａｅａvillosa (cum ｖ． nolUnsoi-i) ToH
Ilex ncrrota
Rhus ouccedanea
Berchemia racemosa
Abnlin oerrato
l.e.-ipedeza homoloba
Itoaix onoci
Pertyo glabrescons
api rnea nervoso
･ifikotroemi o sikokiana
Di oscoroa graci1 lima
Smilax nlpponi CO　　　　゛　　　・
Ligustrurn joponicum
Neoli tsioa sericeo
Rhodod'^ndron weyrichii
Cinnamomum joponi cum
Viburnum prosum
Paederia scandenn ｖ．ｍｌ･ir≪i
Pieris jnponica
Dioocorea tenuipes
Ｆａこａｒａｍａｎｔｃｈｕｒｉｃａ
Actinodnphne Innci roll 8
Arunrtinorio pygmflffo (cu。V. globra)
Hiscanthu3 si nensls
Thalictrum mi nu3 ｖ．hypo]ffucnm
Carex cili otonnrgi na to
Aoter scaber
Ivpimodium tri foilolotobi ns turn
Corex duv.-ilIann
r.olium noreononthu・
Arundinolla hirto　　　　　　　’
Carex subdito
Corex humilis ｖ．nana
Veratrun nigrum ６ｓｐ･maackii
Sanguisorba officinnlis
Angelica car tirani notnarginata
Allluol thunbergii　　　　　　　・
Carcx blephoricarpa
Ischaemum aristatum ｖ． glaucum
Buplcurum falcatuis
Scabiosa ioponica
Saussurea nipponi ca ｓｓｐ･yoshinagae
Cymbopogon goeringii
Ardisla crenato
Snlvia laponica
Adenophora triphylla ｖ．Japonica
lietcropoppuo hispldus 3Sp. leptocladus
Isodon inflftxus
Lysimtichia clethroidcs
Mallotus japonicus
Platycodon grondi florum
Osmunda japonlca　・
Hosta montana
Ardinia Joporiico
Pterio dispar
Viola ovatooblonga
Atractylodes japonica
Ixorls dentata　　　　　’
Qentiona scabra ｖ．buergerl
Patrinio scabiosaefolia
？SH
TSH
TSH
??＝?????????????????????????? ? ?
Ｈ
Ｈ
Ｈ
???
II
H
H
　５２
４．３
１．２
１．２
２．2
1.2
今．２
１．2
1.2
今．２
２．２
・．２
２．2
1.2
???????????????〜〜〜???
??
?
??
２．３
２．2
2.2
+．２
　　32　　33　　34　　35　　36　　37　　38
　　70　120　100　1｝０　　７０　１２０　　４０
　　Ｎ N5W　NlOW　N75W　NlOW　SUE　S8SW
　　20　　20　　20　　10　　15　　5　　30
10×10　10×10　10×10　10×10　10×10　10x10 10×10
　8/30　lO/'K) ・　　　・　　　・　　　・　.　・
　6/10　4/5　7/50　4/5 ・　　　.　6/60
3/100にJ/80　3/80　2/20　a/ヌ）2/４０　2/60
.8/70　.8/90　.8/90　.8/95 .8/100 .8/100　.8/70
　　34･ ’35　　43　　36　　34　　5０　　5４
3.3　3･3
２．２
イ．２
　今
　今
２．２
1.2
　１．２
　４．４
　●．２
　●
２．2
1.2
２．２
???????????????
??
?
??
?
?
??
２．２　　１．２
　。｀　１．２
１．２
?????? ??????
ＮＯ･ ３１
?
??
??
?
????????
No. 36
No. 3?
No. JS
II
H
H
I1
11
H
H
１．２
＋．２
●．２
????｛?ー?
イ．２
４．２
●．２
１．２
１．2
2.2
????―
２．2
2.2
キ．2
3.3
＋．２
??????
１．２
●．2
1.2
キ.2
　φ
　十
2.2
2.2
4.2
3･3
+.2
2.2
今.2
????
?
?
?
〜 ????????〜???????????
１．2
1.2
3･3
1.2
2.2
l.2
1.1
1.2
??????〜?????
２．２
１．2
1.2
　今
(４)
　●
　φ
●．2
2.2
　今
２．2
2.2
3･3
2.3
1.2
２．２
１．2
2.2
１．２
１．２
１．２
キ．２
●．２
２．２　　ｊ．3
2.2　1．2
1.2　　)..?
々．２　　．
2.2
1.2
・.2
5.4
1.2
2.2
3.う
2.2
キ.2
4.4
1.2
2.2
ｊ．4
2.２
卜．２
１．２
１．2
4.2
　今
２．２
１．2
3.3
●．２
　今
２．２
２．２
１．２
２．２
４．２
・．2
4.2
3.3
　＋
2.2
1.2
5.4
1.2
４．4
2.2
＋．2
1.2
3.3　　2
１。
＋・
２
２
２．２
●．２
2･j
2.2
2.2
??
１．２
●．２
? ? ?
１．２
イ．２
１．２　　＋．２　　１．２
・．２
●．２
１．２
イ．２
を．２
???〜〜?
１．２
?????〜?
卜．２
Corylopsis spicata ？Ｈ 5.3, Parthenocissus tricuspidata¶;ＳＨ･-f, Stephanandra incisn
５Ｈ2.2, Ilex crenata Ｓ +, OplismcnuQ undulatlfolius ｖ． Japoni cus Ｈ 1,2, Euphorbia
pekincnsin Ｈ *,2, Youngia denticulata Ｈ･ .a, Akebia trifoliota H +.2, Dryopteria
sacrosancta Ｈ +4 Sorratula corona to ｖ．insu!aris Ｈ・, Scillaﾌscilloides １１●，
Cryptoraorio japonico Ｈ ４，Clerodcndron trlchotomuci Ｈ や，】.irrustru・obtusi folium Ｈｆ
Pueroria lobata Ｓ ●，Melica nutsns Ｈ キ･．２
Rhuc trichocorpa GH ４
Rhus lavanica Ｈφ　　　　　　　　　　　　　　　．
Polvfjnlo jtipo削Cfl Ｈ ４，Viola mandshurica Ｈ ●; Cynanchun paniculatum II ●，Hobenarii
micreiono Ｈ キ　　　　　　　　　　　　　’ ９　　　　‘
Violo vlolacfa II ●，■iolidago vtrpaurea ｓｓｐ・asiati。ca II ･　　　　－
Hyrico rubra Ｓ１， Swertin paendochinonflic Ｈ・, Siphonootegia chinensi s Ｈ ●
Smilox sicbo！dli ３ＨI.J, Viola grypocerao H *, Patrlnia vllloaa Ｈ ●，Lilium lBirht-
lini! V. ticrinum ｌｌ争　　　　　　　　　　　．　，
４．４
１．2
4.2
●．２
??
??
??
?
????〜??????
????? ????
２．２
２．２
･.2
3.3
1.2
1.2
1.2
???? ???〜
１．２
??? ?????〜
???????????
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Table Ｓ. Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａcommunity in Kizawa
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(m)/cover(%)
??????
　　Number of species
Chamaecyparis obtusa
Pinus densi flora
Cryptomeria iaponica　　　。
Ilex pedunculosa
Enkianth･us perulatus V. japonicus
Pertya glabrescens
Rhododendron reticulatum
Viburnum erosum
Abelia serrata
Spiraea blumei
Pieris iaponioa
Smilax china
Ilex crenata
Sorbus gracilis
Buckleya lanceolata
Fraxinus sieboldiana
Vaccinium smallii V. glabrum
Berberia thunbergii
Rhus trichocarpa
Sasamorpha purpura8cens
ＢｕχUBmi crophylla ｖ．insularis
Rosa onoei
Lyonia ovalifolia v. elliptica
Ilex serrata
Clematis tosaensis
Euonymus alatus V. rotundatus
Thujopsis dolabrata
Lonicera mochidzukiana V. nomurana
Clethr? barbinervis
Sasa nipponxca
Carex blepharicarpa
Miscanthus slnensis
Osmunda j'aponica
Lilium japonicum V. abeanum
Saussurea nipponica ｓｓｐ・　yoshinagae
Viola violaoea
Pteridium aquilinum V. latiusculum
　39
　61００
s6ow
　　5
　　4０
　6００
N50W
　　2０
　　41
　6００
S6ow
　　　5
1０×10　10×１０　lOxlO
　　｡10/30　9/40
　8/40　6/30　6/40
　3/70　.3/80　3/80
　　42
　600
　S70W
　　　5
10×10
10/40
　6/10
　3/70
　　43
　　600
　S70W
　　10
10×10
　9/30
　6/30
　3/80
.5/95 . 5/100 .5/100 .5/100 .5/100
　26　　　36　　　35　　　29　　　3０
叩SSH　２．２
TT Ｈ　２．２
TTSH　２．２
　TSH　１．２
　　SH　２．２
　　SH　２．２
　　SH　１．２
　　SH　２．２
　　SH　キ．２
　　SH　２．２
　　SH　＋．２
　　SH　　十
　　SH　１．２
　　SH　　．
　　SH　　．
　　SH　　＋
　　SH　　÷
　　SH　　＋
　　SH　　．
　　SH　　．
　　SH　２．２
　　SH　十．２
　　SH　　÷
　　SH　　．
　　SH　　．
　　SH　　．
　　SH　　．
　　Ｓ　　　．
．Ｓ　　　．
　　　Ｈ　５●５
　　　Ｈ　５●４
　　　Ｈ　２．２
　　　Ｈ　１．２
　　　Ｈ　　＋
　　　Ｈ　:L･.2
　　　H　　十
　　　Ｈ　　．
３．３
２．2
1.2
＋．２
２．２
２．２
１．２
１．２
１．２
１．2
1.2
＋．２
＋．2
1.2
＋．２
＋．２
???
＋．２
???
???????
Ｎ０.４０
Ｎ０.41
N0．　４３
5.5
5.5
2.3
?????
３．3
1.1
3.3
＋．２
２．２
２．２
２．２
２．２
２．２
１．２
１．2
1.2
＋．2
2.2
＋．２
??
???????????????????
　＋
＋．２
??????―
??
5｡5
4.4
2.2
2.2
　＋
??
２．２
２．３
1.2
１．２
２．２
２．２
２．２
２．２
２．２
１．２
１．2
1.2
　＋
1.2
2.2
??
+．2
2.3
??
??????????????
?????????―
??
１．１
２．3
2.２
÷．２
３．３
２．２
３．３
２．２
２．2
1.2
キ．2
1.2
?????????????
４･．２
　＋
1.2
キ．２
　＋
???????????? ?
??????
? ????
?
＋
Pinus parviflora T, 1.1, Struthiopteris niponica Ｈ・.2, Carex
conioa Ｈ +, Cymbidium goeringii Ｈ ＋
Magnolia salicifolia Ｓ ＋
Rhamnus crenata Ｓ ＋
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Tab＼ｅ　9. Piれｕｓｄｅｎｓりｌｏｒａcommunity in Kamiyama
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(m)/cover(%)
???
　　Number of species
Pinus densi flora　　　　　　　　　　　　　　TSH
Rhododendron decandrum　　　　　　　　　　SH
Spiraea hayatae　　　　　　　　　　　　　　　SH
Lespedeza buergeri　　　　　　　　　　　　　SH
Fraxinus sieboldiana　　　　　　　　　　　　SH
Wikstroemia sikokiana　　　　　　　　　　　SH
Quercus serrata　　　　　　　　　　　　　　　SH
Smilaχ china　　　　　　　　　　　　　　　　　SH
Platycarya strobilacea　　　　　　　　　　SH
Abelia spathulata　　　　　　　　　　　　　　SH
Quercus glauca　　　　　　　　　　　　　　　　SH
Pertya glabrescens　　　　　　　　　　　　　ＳＨ･
Euonymus alatus V. rotundatus　　　　　SH
Viburnum erosum　　　　　　　　　　　　　　　SH
Juniperus rigida　　　　　　　　　　　　　　SH
Deutzia scabra　　　　　　　　　　　　　　　　SH
Buxus microphylla V. iaponioa　　　　　SH
Paederia ･scandens V. mairei　　　　　　　SH
Spodiopogon sibiricus　　　　　　　　　　　　Ｈ
Rosa onoei　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
Patrinia villosa　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
Aster ageratoides ｓｓｐ・　araplexifolius　Ｈ
Careχ ciliatomarginata　　　　　　　　　　　．Ｈ
Careχ humilis V. nana　　　　　　　　　　　　Ｈ
Bothriochloa parviflora　　　　　　　　　　Ｈ
Miscanthus sinensis　　　　　　　　　　　　　Ｈ
Cymbopogon goeringii　　　　　　　　　　　　Ｈ
Liriope minor　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ｈ
Onychium japonicum　　　　　　　　　　　　　H
Peucedahum terebinthaceum　　　　　　　　　Ｈ
Chrysanthemum makinoi　　　　　　　　　　　　Ｈ
Calamagrostis arundinacea　　　　　　　　　Ｈ
Carex blepharicarpa　　　　　　　　　　　　　Ｈ
Viola grypoceras　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　44
　　250
　sisw
　　4()
　5×5
　8/20
　3/90
.8/恥
　　３４
　３･３
　3.3
　２．２
　２．２
　１．２
　１．２
　２．２
　１．２
　１．２
　＋．２
　＋．２
? ? ? ? ? ? ?
112
??
２．2
1.2
????????????。?? ? ｝???? ????―??????? ??
｝??
　45
　34）
S75W
　　30
5×10
7/10
3/70
.8/6０
　　49
２．２
２．２
２．２
２．2
2.2
＋．２
　＋
＋．2
1.2
＋．２
　＋
２．2
1.2
　＋
1.2
＋．2
1.2
　＋
??????
?
??????
１．２
１．2
1.2
＋．２
＋．２
??
÷．２
＋．２
　φ
??????????????????
?????
???? ??????
２．２
＋．２
＋．２
???
２．２
２．2
2.2
??????
＋．２
　＋
????????????
　＋
2.2
＋．２
１．2
1.2
???????
＋．２
　＋
No. 't't　Rhododendron kaempferi SH 1.2, Gloc･hidion obovatum SH + .2,
　　　　　　　　Stachyuruspraecox Ｓ +.2, A･kebia ｔｒ１･foliata SH +.2, Deutzia
　　　　　　　　crenataSH +, Fagara roantchurica SH +, Albizia julibrissin
　　　　　　　　S+, Lepisorus　thunbergianus Ｈ -･+, Solidago virgaurea ｓｓｐ・
　　　　　　　　asiaticaＨ +, Serratula coronata V. insularis Ｈ +, Dioscorea
　　　　　　　　gracillimaＨ +, Lonicera japonica Ｈ ＋
No.　４５ Abelia serrata V. buchwaldii ＳＨI゛i2, Zabelia integrifolia SH ・
　　　　　　　　1.2,Berberis thunbergii SH +, Cocculus trilobus SH ｆ，
　　　　　　　　Daphniphyllum teijsmannii　Ｓ ＋･,Sapi･um japonicum Ｓ +, Arundinella
　　　　　　　　hirtaＨ 1.2, Lithospermum erythrorhizo‘ｎ Ｈ +, Heteropappus
　　　　　　　　hispidusＨ +, Leibnitzia anandria Ｈ +, Themeda japonica Ｈ ＋，
　　　　　　　　Carexlenta Ｈ +, Lilium japonicum ｖ・ abeanum Ｈ +, Epipactis
　　　　　　　　thunbergiiＨ +, Acer palmatum Ｈ ＋
Ｎ０．　４６　Ligustruro japonicum SH ・, Lespe‘deza homoloba Ｓ +, Polygala
　　　　　　　　japonicaＨ +, Viola violacea ｌ! 十, Pertya･scandens Ｈ ＋
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　版　の　説　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation of Plates
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１図版　Plate 1
1.　日高村槙山のアカマツ群落．林内にヒロハドウダンツツジか多い(1972年10月).，
　　The Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａcommunity in Hidaka.Ｅｎｆｅｉａｎtｈｕｓ　ｐｅｒｉｄａtｕｓ ｖａて.ｊａｐｏｎｉｃｕｓ1S
　abundant in the open pine forest (Oct., 1972).
2.鏡村去坂のヒロハドウダンツツジの花(1974年４月)．
　　FloweringＥｎｋｉａｎthｕｓ peｒｕlatｕｓ ｖａｔ. ｌａｐｏｎｉｃｕｓ１ｎ Kagami (April, 1974).
3.鏡村大利のアカマツ群落(1974年４月).
　　The Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓifloｒａcommunity in Kagami (April, 1974).
4.高知市円行寺のアカマツの疎林で，トサミズキか多い(1974年４月).
　　The open pine forest in Engy6ji, Kochi wheｒｅ Ｃｏりlopｓiｓ ｓｐｉｃａはIS abundantly
　found (April, 1974).
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２図版　Plate 2
5.破壊される高知市円行寺の蛇紋岩地帯(1974年４月).
　　The serpentine area denuded of vegetation resulting from quarrying in Engy6ji
　(April, 1974).
6.高知市大坂峠のアカマツの疎林(1972年10月).
　　The open pine forest on the Osaka Pass, Kochi (ＯＣt･， 1972)･　　　　　　へ
7.採石がつづけられる大坂峠と残っている蛇紋岩地帯の植生(1973年６月).
　　The 6saka Pass where the vegetation is widely destroyed by quarrying (June, 1973).
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　ミ　　　１
８．アカマツ，ヒ'メコマツ，スギ，ヒノキ，アスナロなどの混生する木沢村棚平の蛇紋岩地帯の植生(1973
　年５月).
　　The serpentine vegetation composed of Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ，ＰｉｎｕｓｐａｒｖｉｆｌｏｒａＣｒｙｐtｏｎｉｅｒｉａ
　ｊａｐｏ・ｌｉｃａ,Chamａｅｃｙｐａｒii obtｕｓａ andＴｈｕｉｏｐｓiｓ ｄｏｌａｈｒａtａin Kizawa.(May, 1973).
(昭和49年８月30日受理)
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